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【

は

じ

め

に

】

 

○

「

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

劇

場

」

作

者

の

大

太

 

大

（

お

お

た

・

だ

い

）

と

申

し

ま

す

。

つ

た

な

い

作

品

に

ご

興

味

を

持

っ

て

頂

き

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 

【

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

劇

場

と

は

】
 

○

作

者

が

世

の

中

で

違

和

感

を

感

じ

て

い

る

出

来

事

や

疑

問

に

思

っ

て

い

る

こ

と

な

ど

に

対

し

て

、

「

も

し

、

こ

う

い

う

設

定

や

条

件

に

な

っ

た

ら

、

当

事

者

た

ち

は

ど

う

動

く

の

か

」

を

考

え

た

「

性

根

の

曲

が

っ

た

社

会

派

オ

ム

ニ

バ

ス

ド

ラ

マ

」

で

す

。

フ

ィ

ル

ム

バ

イ

ヤ

ー

で

第

二

十

八

話

ま

で

公

開

中

、

そ

れ

ら

と

同

様

に

著

作

権

完

全

フ

リ

ー

で

す

。

詳

細

は

、

ま

と

め

て

公

開

し

て

い

る

第

一

話

〜

第

二

十

七

話

の

イ

ン

ト

ロ

を

ご

覧

下

さ

い

。

Ｘ

(

旧

Ｔ

ｗ

ｉ

ｔ

ｔ

ｅ

ｒ

)

も

や

っ

て

い

ま

す

の

で

、

そ

ち

ら

も

是

非

。

 

h
t
t
p

s
:/

/
x

.c
o

m
/

o
t
a

_
d

a
id

a
i 

そ

れ

で

は

、

本

編

を

ど

う

ぞ

。

 

https://x.com/ota_daidai
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【

あ

ら

す

じ

】

 

サ

ッ

カ

ー

リ

ー

グ

三

部

所

属

の

雅

々

舘

（

が

が

た

て

）

Ｆ

Ｃ

の

フ

ァ

ン

で

あ

る

、

瀬

戸

和

正

、

和

正

の

息

子

の

和

也

、

大

口

ス

ポ

ン

サ

ー

緑

川

繊

維

工

業

社

長

の

息

子

・

緑

川

茂

樹

、

居

酒

屋

経

営

の

梶

田

文

雄

の

四

名

は

日

本

一

や

さ

し

い

サ

ポ

ー

タ

ー

を

目

指

し

、

サ

ポ

ー

タ

ー

チ

ー

ム

「

ギ

ャ

ラ

ン

ト

・

シ

ー

ブ

ズ

（

Ｇ

ａ

ｌ

ｌ

ａ

ｎ

ｔ

 

Ｔ

ｈ

ｉ

ｅ

ｖ

ｅ

ｓ

（

勇

敢

な

泥

棒

た

ち

：

略

称

Ｇ

Ｔ

）
）
」

を

結

成

す

る

。

し

か

し

、

メ

ン

バ

ー

は

集

ま

ら

ず

、

観

客

に

募

金

を

募

り

、

選

手

に

ミ

ネ

ラ

ル

ウ

ォ

ー

タ

ー

の

差

し

入

れ

を

す

る

に

留

ま

っ

て

い

た

。

 

こ

れ

を

打

開

す

る

た

め

、

和

也

を

除

く

三

人

は

、

ク

ラ

ブ

社

長

の

森

山

達

郎

に

、

あ

る

ア

メ

フ

ト

チ

ー

ム

に

倣

っ

て

、

個

人

単

位

で

の

「

公

募

増

資

」

を

行

う

こ

と

を

提

案

す

る

。

森

山

と

同

会

長

の

館

林

弘

は

、

こ

れ

に

理

解

を

示

す

も

、

個

人

株

主

が

増

え

て

、

現

在

の

ス

ポ

ン

サ

ー

企

業

の

出

資

比

率

が

下

が

る

こ

と

に

懸

念

を

示

す

。

し

か

し

、

和

正

は

黄

金

株

を

発

行

す

る

こ

と

で

払

拭

で

き

る

と

説

得
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す

る

。

結

果

、

取

締

役

会

で

増

資

が

承

認

さ

れ

、

ク

ラ

ブ

経

理

部

長

の

緒

方

実

が

担

当

と

な

る

。

 
緒

方

は

、

個

人

情

報

を

扱

う

観

点

か

ら

、

三

人

に

は

主

に

宣

伝

活

動

を

お

願

い

し

た

い

と

伝

え

て

活

動

を

始

め

た

が

、

購

入

株

は

議

決

権

の

み

で

優

待

等

は

な

く

、

一

般

市

民

や

Ｇ

Ｔ

以

外

の

フ

ァ

ン

は

購

入

に

消

極

的

だ

っ

た

。

し

か

し

、

ク

ラ

ブ

生

え

抜

き

の

Ｆ

Ｗ

小

野

寺

誠

や

同

Ｇ

Ｋ

貴

島

隆

が

宣

伝

に

協

力

し

、

次

第

に

活

動

が

広

が

っ

て

い

く

。

 

そ

し

て

十

五

年

後

、

Ｇ

Ｔ

は

客

席

を

埋

め

る

ほ

ど

に

な

り

、

ク

ラ

ブ

は

力

を

つ

け

、

一

部

昇

格

を

か

け

た

大

一

番

に

挑

む

。

ベ

テ

ラ

ン

と

な

っ

た

小

野

寺

と

貴

島

は

奮

起

し

、

小

野

寺

の

決

勝

点

で

昇

格

を

決

め

る

。

ク

ラ

ブ

社

長

と

な

っ

て

い

た

和

正

は

、

自

社

を

継

い

だ

緑

川

と

共

に

勝

利

を

見

届

け

る

。

 

一

方

、

Ｇ

Ｔ

の

リ

ー

ダ

ー

と

な

っ

て

い

た

和

也

は

初

め

て

観

戦

に

来

た

杉

村

孝

と

息

子

の

浩

人

に

丁

寧

に

接

し

、

浩

人

に

ま

た

観

戦

に

来

て

欲

し

い

と

話

す

。

浩

人

は

和

也

の

言

葉

に

頷

き

、

観

客

に

挨

拶

に

来

た

選

手

た

ち

を

見

て

、

目

を

輝

か

せ

る

。
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【

登

場

人

物

】

 

瀬

戸
 

和

正

（

せ

と

・

か

ず

ま

さ

）
（

３

５

／

５

０

）

…
主

人

公

。

雅

々

舘

（

が

が

た

て

）

Ｆ

Ｃ

サ

ポ

ー

タ

ー

チ

ー

ム

「

ギ

ャ

ラ

ン

ト

・

シ

ー

ブ

ズ

（

Ｇ

Ｔ

）
」

リ

ー

ダ

ー

。

現

・

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

社

長

 

緑

川

 

茂

樹

（

み

ど

り

か

わ

・

し

げ

き

）

…

（

３

３

／

４

８

）

…

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

。

現

・
（

株

）

緑

川

繊

維

工

業

社

長

、

兼

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

社

外

取

締

役

 

梶

田

 

文

男

（

か

じ

た

・

ふ

み

お

）
（

３

４

／

４

９

）

…

居

酒

屋

「

Ｇ

Ｉ

Ｚ

Ｏ

Ｋ

Ｕ

」

店

主

。

元

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

 

 

瀬

戸

 

和

也

（

せ

と

・

か

ず

や

）
（

１

２

／

２

７

）

…

和

正

の

長

男

。

現

・

Ｇ

Ｔ

リ

ー

ダ

ー

 

 

岡

村

 

貴

文

（

お

か

む

ら

・

た

か

ふ

み

）
（

４

５

／

６

０

）

…

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

監

督

。

現

・

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

会

長

 

館

林

 

弘

（

た

て

ば

や

し

・

ひ

ろ

む

）
（

６

５

）

…

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

会

長

（

当

時

）
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 2 

森

山

 

達

郎

（

も

り

や

ま

・

た

つ

ろ

う

）
（

５

８

）

…

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

社

長

（

当

時

）

 

 

古

谷

 

勉

（

ふ

る

や

・

つ

と

む

）
（

４

３

）

…

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

監

督

 

小

野

寺

 

誠

（

お

の

で

ら

・

ま

こ

と

）
（

１

７

／

３

２

）

…

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

 
フ

ォ

ワ

ー

ド

 

貴

島

 

隆

（

き

じ

ま

・

た

か

し

）
（

１

９

／

３

４

）

…

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

 

ゴ

ー

ル

キ

ー

パ

ー

 

 

緒

方

 

実

（

お

が

た

・

み

の

る

）
（

４

３

）

…
雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

経

理

部

長

（

当

時

）

 

伊

藤

 

み

き

（

２

８

／

４

３

）

…

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

職

員

 

木

崎

 

博

一

（

き

ざ

き

・

ひ

ろ

か

ず

）
（

３

２

／

４

７

）

…

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

職

員

 

佐

倉

 

幹

夫

（

さ

く

ら

・

み

き

お

）
（

５

０

）

…

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

施

設

部

長

 

 

杉

村

 

孝

（

す

ぎ

む

ら

・

た

か

し

）
（

３

８

）

…

観

客

 

杉

村

 

浩

人

（

す

ぎ

む

ら

・

ひ

ろ

と

）
（

１

０

）

…

観
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 3 

客

 

 
観

客

１

〜

４

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

１

〜

８

 

 

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

メ

ン

バ

ー

（

当

時

）

 

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

メ

ン

バ

ー

（

現

在

）

 

Ｆ

Ｃ

桐

山

メ

ン

バ

ー

（

対

戦

相

手

・

現

在

）

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

（

モ

ブ

）

 

観

客

（

モ

ブ

）
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○

動

画

サ

イ

ト

の

画

面

（

全

画

面

）

 

ガ

ラ

ガ

ラ

の

ス

タ

ジ

ア

ム

観

客

席

に

立

つ

四

人

。

 
中

央

に

瀬

戸

和

正

（

３

５

）

と

息

子

の

和

也

（

７

）
、

向

か

っ

て

左

に

太

鼓

を

下

に

置

い

た

梶

田

文

男

（

３

３

）
、

右

に

ギ

ャ

ラ

ン

ト

・

シ

ー

ブ

ズ

の

旗

を

広

げ

て

持

っ

て

い

る

緑

川

茂

樹

（

３

３

）
。

 

四

人

と

も

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

の

レ

プ

リ

カ

・

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

姿

。

和

正

と

和

也

は

腕

に

黄

色

の

キ

ャ

プ

テ

ン

マ

ー

ク

。

 

和

正

「

み

な

さ

ん

、

こ

ん

に

ち

は

！

 

私

た

ち

は

サ

ッ

カ

ー

三

部

リ

ー

グ

の

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

を

応

援

し

て

い

る

、

瀬

戸

和

正

で

す

！

」

 

緑

川

「

緑

川

茂

樹

で

す

！

」

 

梶

田

「

梶

田

文

男

で

す

！

」

 

和

正

、

和

也

の

頭

を

ポ

ン

ポ

ン

と

叩

き

、

 

和

正

「

そ

し

て

、

私

の

息

子

の

和

也

で

す

！

」

 

和

正

「

私

た

ち

四

人

は

、

日

本

一

や

さ

し

い

サ

ポ

ー

タ

ー

を

目

指

し

、

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

の

サ

ポ

ー

タ

ー

チ
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ー

ム

『

ギ

ャ

ラ

ン

ト

・

シ

ー

ブ

ズ

（

Ｇ

ａ

ｌ

ｌ

ａ

ｎ

ｔ
 

Ｔ

ｈ

ｉ

ｅ

ｖ

ｅ

ｓ

）
』

を

結

成

し

ま

し

た

」

 
緑

川

「
『

ギ

ャ

ラ

ン

ト

・

シ

ー

ブ

ズ

』

と

は

、
『

勇

敢

な

泥

棒

た

ち

』
。

略

称

は

『

Ｇ

Ｔ

』
。
『

“

が

”

が

“

た

”

て

』
、

と

同

じ

で

す

！

」

 

梶

田

「

選

手

と

共

に

戦

お

う

と

い

う

気

持

ち

で

名

付

け

ま

し

た

！

」

 

和

正

「

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

を

応

援

す

る

方

な

ら

誰

で

も

参

加

出

来

ま

す

！

 

私

た

ち

と

リ

ー

グ

一

部

へ

の

昇

格

を

目

指

し

て

、

一

緒

に

チ

ー

ム

を

盛

り

上

げ

て

行

き

ま

し

ょ

う

！

」

 

ド

ラ

ム

を

叩

く

梶

田

。

 

旗

を

振

る

緑

川

。

 

ド

ラ

ム

に

合

わ

せ

て

、

手

を

前

に

出

し

、

 

♪

「

Ｗ

ｅ

 

ａ

ｒ

ｅ

 

Ｇ

Ｔ

！

」

 

手

拍

子

「

パ

パ

ン

・

パ

・

パ

ン

パ

ン

」

 

を

繰

り

返

す

、

瀬

戸

親

子

。

 

 

○

喫

茶

店

（

同

・

昼

）

 

ス

マ

ホ

で

動

画

を

見

て

い

る

、

和

正

、

緑
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 3 

川

、

梶

田

の

三

人

。

 

動

画

の

下

に

「

三

ヶ

月

前

、

４

７

回

再

生

」

の

文

字

。

 

三

人

「

は

ぁ

〜

」

 

手

を

頭

の

後

に

置

い

て

、

仰

け

反

る

三

人

。

 

緑

川

「

全

然

、

伸

び

て

ね

ぇ

な

…
…

」

 

梶

田

「

和

正

、

お

前

の

と

こ

ろ

に

連

絡

あ

っ

た

か

？

」

 

和

正

「

入

り

た

い

っ

て

人

が

か

？

 
全

然

。

試

合

の

時

に

声

か

け

て

、

や

っ

と

こ

さ

十

人

く

ら

い

っ

て

と

こ

だ

」

 

緑

川

「

や

っ

ぱ

、

梶

田

が

い

か

つ

い

か

ら

み

ん

な

怖

が

っ

て

る

ん

じ

ゃ

な

い

の

か

？

」

 

梶

田

「

オ

レ

の

せ

い

に

す

ん

じ

ゃ

ね

ぇ

よ

！

」

 

和

正

「

ま

あ

、

そ

ん

な

に

す

ぐ

に

は

集

ま

ら

な

い

と

思

っ

ち

ゃ

い

た

が

…
…

。

と

に

か

く

で

き

る

こ

と

を

す

る

し

か

な

い

か

…
…

」

 

三

人

「

…
…

」

 

 

○

ス

タ

ジ

ア

ム

の

外

（

別

の

日

の

試

合

後

・

昼

）
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募

金

箱

を

持

っ

て

立

っ

て

い

る

四

人

。

 

四

人

「

選

手

へ

の

サ

ポ

ー

ト

の

た

め

に

募

金

を

お

願

い

し

ま

す

！

」

 
観

客

に

繰

り

返

し

お

願

い

す

る

四

人

。

 

四

人

に

近

づ

い

て

く

る

が

、

梶

田

を

見

て

怖

が

り

、

立

ち

去

ろ

う

と

す

る

観

客

１

。

 

そ

の

横

で

、

和

也

が

募

金

箱

を

出

し

て

、

 

和

也

「

募

金

を

お

願

い

し

ま

す

！

」
 

観

客

１

は

に

っ

こ

り

と

し

て

、

硬

貨

を

募

金

箱

に

入

れ

る

。

 

和

也

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

！

」

 

去

っ

て

い

く

観

客

１

を

見

る

梶

田

。

 

梶

田

「

…
…

」

 

梶

田

、

和

正

を

見

て

、

 

梶

田

「

和

正

。

お

前

、

オ

レ

を

ダ

シ

に

使

っ

て

る

ん

じ

ゃ

ね

ー

だ

ろ

う

な

？

」

 

和

正

、

と

ぼ

け

て

、

 

和

正

「

知

ら

ね

ー

よ

」

 

募

金

を

続

け

る

四

人

。
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○

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

事

務

所

（

二

階

建

て

の

ビ

ル

全

景

・

昼

）
 

宅

配

業

者

の

二

ト

ン

ト

ラ

ッ

ク

が

止

ま

る

。

 
呼

び

鈴

を

鳴

ら

す

運

転

手

。

 

伊

藤

み

き

（

２

８

）
（

声

）
「

は

い

」

 

運

転

手

「

お

荷

物

で

す

」
 

伊

藤

（

声

）
「

は

い

。

伺

い

ま

す

」

 

階

段

を

降

り

て

い

く

伊

藤

。
 

運

転

手

、

ミ

ネ

ラ

ル

ウ

ォ

ー

タ

ー

の

入

っ

た

ダ

ン

ボ

ー

ル

箱

を

四

つ

置

く

。

 

伊

藤

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

」

 

伊

藤

に

お

辞

儀

を

し

て

、

ト

ラ

ッ

ク

に

乗

っ

て

立

ち

去

る

運

転

手

。

 

事

務

所

の

二

階

に

上

が

る

伊

藤

。

 

伊

藤

「

木

崎

さ

ん

、

荷

物

上

げ

る

の

手

伝

っ

て

も

ら

え

ま

す

か

？

」

 

木

崎

博

一

（

３

２

）
「

い

つ

も

の

ヤ

ツ

か

？

」

 

伊

藤

「

は

い

」

 

木

崎

「

分

か

っ

た

」

 

ミ

ネ

ラ

ル

ウ

ォ

ー

タ

ー

の

箱

を

事

務

所

二

階
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に

運

ん

で

い

く

木

崎

と

伊

藤

。

 

木

崎

、

手

を

腰

に

や

り

な

が

ら

、

 
木

崎

「

ふ

ぅ

…
…

」

 
木

崎

、

伊

藤

を

見

て

、

 

木

崎

「

じ

ゃ

あ

、

や

る

か

」

 

伊

藤

「

は

い

。

赤

で

良

か

っ

た

で

す

よ

ね

？

」

 

木

崎

「

あ

あ

」

 

ダ

ン

ボ

ー

ル

か

ら

ラ

ベ

ル

レ

ス

の

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

取

り

出

す

、

木

崎

と

伊

藤

。

 

 

○

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

の

試

合

（

ス

タ

ジ

ア

ム

・

昼

）

 

「

ピ

ー

・

ピ

ー

・

ピ

ー

」

と

試

合

終

了

の

フ

ォ

イ

ッ

ス

ル

。

 

う

な

だ

れ

た

り

、

手

を

腰

に

す

る

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

の

選

手

た

ち

。

 

重

い

足

取

り

で

、

三

々

五

々

ベ

ン

チ

に

戻

っ

て

、

ベ

ン

チ

前

に

置

い

て

あ

る

ミ

ネ

ラ

ル

ウ

オ

ー

タ

ー

を

手

に

す

る

選

手

た

ち

。

 

そ

の

中

で

、

赤

い

テ

ー

プ

の

巻

い

て

あ

る

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

ミ

ネ

ラ

ル

ウ

ォ

ー

タ

ー

の

取
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り

、

頭

に

か

け

る

フ

ォ

ワ

ー

ド

の

小

野

寺

誠

（

１

７

）
。

 

そ

れ

を

見

て

い

る

、

監

督

の

岡

村

貴

文

（

４

５

）
。

 

岡

村

「

…
…

」

 

岡

村

、

選

手

全

員

を

見

な

が

ら

、

 

岡

村

「

み

ん

な

、

サ

ポ

ー

タ

ー

に

挨

拶

し

に

行

く

ぞ

」

 

選

手

た

ち

「

は

い

」

 

ホ

ー

ム

席

に

挨

拶

に

向

か

う

選

手

た

ち

。

 

 

○

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

ロ

ッ

カ

ー

ル

ー

ム

（

同

・

試

合

後

）

 

椅

子

に

座

っ

て

う

な

だ

れ

て

い

る

選

手

た

ち

。

 

手

を

パ

ン

パ

ン

と

叩

く

岡

村

。

 

岡

村

「

よ

し

、

み

ん

な

頭

を

上

げ

よ

う

。

試

合

に

は

負

け

た

が

、

得

る

も

の

も

あ

っ

た

。

次

の

試

合

ま

で

に

し

っ

か

り

修

正

し

て

臨

も

う

。

い

い

な

」

 

頷

く

選

手

た

ち

。

 

岡

村

、

小

野

寺

の

方

を

向

い

て

、
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岡

村

「

小

野

寺

、

お

前

は

ユ

ー

ス

か

ら

上

が

っ

た

ば

か

り

だ

っ

た

か

ら

、

ま

だ

教

え

て

い

な

か

っ

た

な

」
 

顔

を

上

げ

て

、

岡

村

を

見

る

小

野

寺

。

 

岡

村

「

次

か

ら

体

に

か

け

る

の

は

青

の

テ

ー

プ

の

水

に

し

て

く

れ

。

赤

の

は

飲

む

た

め

だ

け

に

使

っ

て

く

れ

」

 

小

野

寺

「

何

で

で

す

か

？

 

監

督

」
 

岡

村

「

赤

の

水

は

サ

ポ

ー

タ

ー

か

ら

飲

む

た

め

に

も

ら

っ

た

差

し

入

れ

だ

。

頭

に

か

け

た

り

、

ボ

ー

ル

に

か

け

た

り

す

る

も

の

じ

ゃ

な

い

」

 

小

野

寺

「

…
…

じ

ゃ

あ

、

青

の

水

は

？

」

 

岡

村

「

た

だ

の

水

道

水

だ

」

 

小

野

寺

「

…
…

」

 

岡

村

、

貴

島

隆

（

１

９

）

の

方

を

向

い

て

、

 

岡

村

「

貴

島

、

お

前

も

覚

え

て

お

い

て

く

れ

」

 

貴

島

「

分

か

り

ま

し

た

、

監

督

」

 

 

○

喫

茶

店

（

数

日

後

・

昼

）

 

テ

ー

ブ

ル

を

囲

む

和

正

、

緑

川

、

梶

田

。
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緑

川

「

な

か

な

か

調

子

上

が

ん

ね

ぇ

な

〜

」

 

和

正

「

あ

あ

。

ユ

ー

ス

か

ら

フ

ォ

ワ

ー

ド

の

小

野

寺

と

キ

ー

パ

ー

の

貴

島

が

上

が

っ

た

け

ど

、

手

っ

取

り

早

く

他

か

ら

補

強

し

よ

う

に

も

金

が

無

い

ん

だ

だ

ろ

う

な

。

岡

村

監

督

も

選

手

の

や

り

く

り

が

大

変

そ

う

だ

…
…

」

 

梶

田

「

和

正

よ

。

金

の

話

だ

と

す

る

と

、

募

金

だ

け

じ

ゃ

あ

ラ

チ

が

開

か

な

い

ん

じ

ゃ

ね

ぇ

の

か

？

」

 

和

正

「

そ

う

は

言

っ

て

も

、

オ

レ

ら

に

出

来

る

こ

と

は

こ

の

く

ら

い

だ

ろ

？

」

 

梶

田

「

で

も

お

前

、

経

済

な

ん

だ

ろ

？

 

何

か

ア

イ

デ

ア

は

ね

ぇ

の

か

？

」

 

和

正

「

オ

レ

は

錬

金

術

師

じ

ゃ

ね

ぇ

ん

だ

よ

。

簡

単

に

稼

げ

る

方

法

な

ん

て

ね

ぇ

よ

」

 

三

人

「

…
…

」

 

緑

川

、

あ

く

び

を

し

な

が

ら

、

 

緑

川

「

な

あ

、

和

正

。

今

日

は

も

う

帰

っ

て

い

い

か

？

」

 

和

正

「

何

だ

よ

、

お

前

。

も

う

か

？

」

 

緑

川

、

目

を

擦

り

な

が

ら

、
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緑

川

「

い

や

…
…

、

あ

ん

ま

り

寝

て

な

く

て

さ

…

…

」

 
和

正

「

ま

た

、

メ

ジ

ャ

ー

か

？

」

 

緑

川

「

あ

あ

。

向

こ

う

は

デ

ー

ゲ

ー

ム

だ

っ

た

か

ら

な

」

 

和

正

「

…
…

っ

た

く

、

お

前

も

お

前

の

親

父

さ

ん

も

ス

ポ

ー

ツ

な

ら

何

で

あ

り

だ

な

。

ま

あ

、

そ

れ

で

ク

ラ

ブ

の

ス

ポ

ン

サ

ー

に

な

っ

て

く

れ

て

る

っ

て

い

う

の

は

あ

り

が

た

い

ん

だ

が

…
…

」

 

梶

田

「

緑

川

、

ア

メ

リ

カ

と

か

は

ス

ポ

ー

ツ

で

デ

カ

い

金

が

動

く

ん

だ

ろ

？

 

そ

う

い

う

の

で

な

ん

か

な

い

の

か

？

」

 

緑

川

、

手

を

頭

の

後

ろ

に

組

ん

で

、

 

緑

川

「

う

〜

ん

。

ど

の

ス

ポ

ー

ツ

も

規

模

が

違

い

す

ぎ

る

し

、

選

手

の

ギ

ャ

ラ

も

桁

違

い

だ

し

…
…

。

そ

れ

に

金

持

ち

が

チ

ー

ム

の

オ

ー

ナ

ー

っ

て

の

が

多

い

か

ら

な

ぁ

…
…

」

 

梶

田

「

金

持

ち

が

オ

ー

ナ

ー

ね

ぇ

。

近

場

に

そ

ん

な

の

居

ね

ぇ

し

な

ぁ

…
…

」

 

三

人

「

…
…

」
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緑

川

、

腕

を

解

い

て

、

 

緑

川

「

あ

っ

…
…

、

オ

ー

ナ

ー

っ

て

言

え

ば

…
…

」

 
和

正

「

何

か

あ

る

の

か

？

」

 

緑

川

「

…
…

あ

る

」

 

緑

川

、

口

に

手

を

や

っ

て

、

 

緑

川

「

で

も

…
…

」

 

和

正

「

と

に

か

く

聞

か

せ

ろ

よ

」

 

三

人

は

顔

を

突

き

合

わ

す

。
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

梶

田

「

へ

ぇ

〜

、

そ

う

い

う

の

が

あ

る

ん

だ

」

 

緑

川

「

で

も

始

ま

っ

た

の

は

百

年

以

上

前

だ

。

最

近

で

も

時

々

や

っ

て

は

い

る

み

た

い

だ

け

ど

…
…

。

そ

れ

に

、

日

本

で

そ

の

ま

ま

出

来

る

か

ど

う

か

も

分

か

ら

な

い

し

…
…

」

 

和

正

「

詳

し

く

教

え

て

く

れ

よ

。

オ

レ

が

考

え

て

み

る

」

 

緑

川

「

で

も

、

ウ

チ

ら

だ

け

で

動

く

っ

て

訳

に

も

い

か

な

い

ぜ

？

」

 

和

正

「

そ

れ

も

含

め

て

だ

。

や

ら

な

い

で

後

悔

す

る

よ

り

、

や

っ

て

後

悔

し

た

方

が

い

い

。

ダ

メ

元
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だ

。

こ

の

ま

ま

じ

ゃ

何

も

変

わ

ら

な

い

だ

ろ

？

」

 

緑

川

「

…
…

分

か

っ

た

。

参

考

に

な

る

か

ど

う

か

分

か

ら

な

い

け

ど

本

が

あ

る

。

英

語

だ

け

ど

…
…

」

 

和

正

「

貸

し

て

く

れ

。

ま

と

ま

っ

た

ら

、

二

人

の

意

見

を

聞

か

せ

て

く

れ

」

 

頷

く

、

緑

川

と

梶

田

。

 

 

○

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

事

務

所

（

数

日

後

・

全

景

・

昼

）

 

事

務

所

を

見

上

げ

る

背

広

姿

の

和

正

、

緑

川

、

梶

田

。

 

梶

田

を

見

る

和

正

。

 

緑

川

「

お

前

、

グ

ラ

サ

ン

か

け

た

ら

マ

フ

ィ

ア

み

た

い

だ

な

」

 

梶

田

「

そ

う

い

う

言

い

方

す

ん

な

！

 

慣

れ

て

ね

ぇ

ん

だ

よ

。

せ

め

て

Ｓ

Ｐ

と

か

言

え

よ

」

 

緑

川

「

で

も

和

正

、

何

も

こ

ん

な

格

好

し

な

く

て

も

…
…

」

 

和

正

「

き

ち

ん

と

し

た

話

を

し

に

来

た

ん

だ

。

サ

ン

ダ

ル

履

き

っ

て

訳

に

も

行

か

な

い

だ

ろ

」

 

ネ

ク

タ

イ

を

締

め

直

す

和

正

。
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和

正

「

じ

ゃ

あ

行

く

ぞ

」

 

事

務

所

内

に

入

っ

て

い

く

三

人

。

 

 

○

事

務

所

内

・

応

接

室

前

（

同

）

 

伊

藤

に

先

導

さ

れ

て

歩

く

三

人

。

 

伊

藤

「

こ

ち

ら

で

す

」
 

ド

ア

に

「

応

接

室

」

の

文

字

。

 

止

ま

っ

て

見

つ

め

る

三

人

。
 

三

人

「

…
…

」

 

和

正

が

ド

ア

を

ノ

ッ

ク

し

て

開

け

る

。

 

和

正

「

失

礼

し

ま

す

！

」

 

緑

川

・

梶

田

「

失

礼

し

ま

す

！

」

 

和

正

を

先

頭

に

部

屋

に

入

る

。

 

 

○

同

・

応

接

室

（

同

）

 

部

屋

の

机

に

座

っ

て

い

る

会

長

の

館

林

弘

と

、

そ

の

前

の

ソ

フ

ァ

に

座

っ

て

い

る

社

長

の

森

山

達

郎

。

 

森

山

、

立

ち

上

が

っ

て

、

 

森

山

「

み

な

さ

ん

、

よ

く

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

し

た

。
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ど

う

ぞ

お

座

り

下

さ

い

」

 

和

正

・

緑

川

・

梶

田

「

は

い

。

失

礼

し

ま

す

」

 

森

山

と

三

人

、

対

面

で

ソ

フ

ァ

に

座

る

。

 

森

山

「

み

な

さ

ん

に

は

、

い

つ

も

ウ

チ

の

ク

ラ

ブ

を

応

援

し

て

下

さ

っ

て

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

選

手

た

ち

の

力

に

な

っ

て

い

ま

す

」

 

和

正

「

こ

ち

ら

こ

そ

。

そ

う

言

っ

て

頂

け

る

の

は

嬉

し

い

で

す

」

 

森

山

「

特

に

、

緑

川

さ

ん

の

と

こ

ろ

は

大

口

の

ス

ポ

ン

サ

ー

と

し

て

、

社

外

取

締

役

に

も

な

っ

て

頂

い

て

」

 

緑

川

「

い

え

、

親

父

も

好

き

で

や

っ

て

い

ま

す

か

ら

」

 

森

山

「

そ

れ

で

も

助

か

っ

て

い

ま

す

」

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

森

山

、

一

呼

吸

置

い

て

、

 

森

山

「

早

速

で

す

が

、

今

日

は

お

話

が

あ

る

と

伺

っ

て

い

ま

す

。

ど

の

よ

う

な

内

容

で

し

ょ

う

か

？

」

 

和

正

「

は

い

。

実

は

お

願

い

が

あ

り

ま

し

て

…
…

」

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ
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森

山

「

え

っ

？

 

増

資

を

手

伝

い

た

い

…
…

と

？

」

 

和

正

「

は

い

」

 
森

山

「

し

か

し

、

増

資

は

基

本

的

に

ク

ラ

ブ

と

ス

ポ

ン

サ

ー

企

業

さ

ん

と

の

話

に

な

り

ま

す

。

お

気

持

ち

は

あ

り

が

た

い

の

で

す

が

、

み

な

さ

ん

が

間

に

入

る

と

い

う

こ

と

は

、

ち

ょ

っ

と

…
…

」

 

和

正

「

い

え

、

企

業

で

は

な

く

、

個

人

で

の

出

資

の

お

手

伝

い

で

す

」

 

森

山

「

つ

ま

り

…
…

、

個

人

株

主

を

増

や

す

、

と

い

う

こ

と

で

す

か

？

」

 

和

正

「

は

い

、

そ

う

で

す

。
『

公

募

増

資

』

と

い

う

形

に

な

り

ま

す

」

 

森

山

「

…
…

」

 

森

山

を

見

る

緑

川

と

梶

田

。

 

緑

川

・

梶

田

「

…
…

」

 

森

山

「

こ

ち

ら

と

し

て

も

お

金

が

あ

る

事

に

越

し

た

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

し

か

し

…

、

不

特

定

多

数

の

方

の

出

資

と

言

う

の

は

…
…

」

 

和

正

「

海

外

で

や

っ

て

い

る

チ

ー

ム

が

あ

る

と

聞

い

て

い

ま

す

」
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森

山

「

…
…

」

 

館

林

「

ア

メ

フ

ト

チ

ー

ム

こ

と

か

ね

？

」

 

森

山

、

館

林

の

方

を

向

い

て

、

 

森

山

「

会

長
…

…

」

 

館

林

、

立

ち

上

が

っ

て

、

 

館

林

「

私

も

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

。

そ

れ

の

事

か

ね

？

」

 

ソ

フ

ァ

に

向

か

っ

て

歩

く

館

林

。

 

和

正

「

お

っ

し

ゃ

る

通

り

で

す

」

 

お

誕

生

日

席

に

座

る

館

林

。

 

館

林

「

し

か

し

、

あ

そ

こ

は

完

全

な

市

民

株

主

の

チ

ー

ム

の

は

ず

だ

。

だ

が

、

私

ど

も

に

は

既

に

ス

ポ

ン

サ

ー

さ

ん

が

出

資

し

て

く

れ

て

い

る

。

頭

を

下

げ

て

お

願

い

し

て

い

る

と

こ

ろ

が

ほ

と

ん

ど

だ

。

そ

れ

を

向

こ

う

と

同

じ

に

し

た

い

か

ら

手

を

引

い

て

く

れ

、

と

い

う

訳

に

も

い

か

な

い

の

だ

が

…

…

」

 

和

正

「

そ

れ

は

承

知

し

て

い

ま

す

」

 

館

林

「

そ

れ

に

、

こ

の

リ

ー

グ

で

も

そ

う

い

う

こ

と

を

し

た

ク

ラ

ブ

が

あ

っ

た

だ

ろ

う

？

」
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和

正

「

は

い

。

そ

れ

も

存

じ

上

げ

て

い

ま

す

。

た

だ

、

そ

の

時

は

持

株

会

と

い

う

形

で

し

た

。

一

時

、

そ

の

持

株

会

が

筆

頭

株

主

に

な

っ

た

こ

と

も

知

っ

て

い

ま

す

。

今

は

比

率

が

下

が

っ

て

い

ま

す

が

…
…

」

 

館

林

「

私

も

詳

し

い

こ

と

は

知

ら

な

い

が

、

多

分

、

持

株

会

の

比

率

が

高

い

こ

と

に

、

他

の

出

資

企

業

が

難

色

を

示

し

た

よ

う

に

も

思

え

る

が

…
…

」

 

和

正

「

は

い

。

私

も

そ

う

思

い

ま

す

」
 

館

林

「

…
…

」

 

森

山

「

瀬

戸

さ

ん

。

仮

に

こ

の

話

が

う

ま

く

い

っ

た

と

し

て

も

、

個

人

株

主

が

増

え

て

同

じ

よ

う

な

こ

と

に

は

な

り

ま

せ

ん

か

？

」

 

和

正

「

持

株

会

は

個

人

株

主

の

集

ま

り

で

す

が

、

議

決

に

関

し

て

は

会

へ

の

一

任

の

場

合

が

多

い

で

す

。

し

か

し

、

純

粋

な

個

人

株

主

で

は

そ

こ

ま

で

意

見

が

一

致

し

な

い

で

し

ょ

う

か

ら

、

そ

う

い

う

こ

と

は

起

き

に

く

い

か

と

…
…

」

 

森

山

「

し

か

し

、

買

っ

て

頂

け

る

の

は

サ

ポ

ー

タ

ー

の

み

な

さ

ん

が

主

だ

と

思

い

ま

す

。

自

然

と

意

見
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が

集

約

さ

れ

そ

う

で

す

し

…
…

。

そ

れ

に

、

こ

う

い

う

言

い

方

を

す

る

の

は

失

礼

で

す

が

、

ク

ラ

ブ

運

営

の

細

か

い

と

こ

ろ

、

例

え

ば

選

手

の

起

用

な

ど

の

提

案

を

さ

れ

る

と

困

る

部

分

が

あ

り

ま

す

」

 

館

林

「

私

も

そ

う

思

う

」

 

和

正

「

そ

れ

に

関

し

て

は

、

会

長

さ

ん

に

黄

金

株

を

持

っ

て

頂

く

こ

と

に

す

る

、

と

い

う

形

で

如

何

で

し

ょ

う

か

？

」

 

森

山

「

黄

金

株

？

」

 

館

林

「

一

株

で

拒

否

権

を

行

使

で

き

る

株

の

こ

と

だ

ね

？

」

 

和

正

「

は

い

」

 

森

山

「

瀬

戸

さ

ん

、

こ

れ

は

ク

ラ

ブ

側

で

も

コ

ン

セ

ン

サ

ス

を

取

る

の

が

難

し

い

ご

提

案

だ

と

思

い

ま

す

。

ク

ラ

ウ

ド

フ

ァ

ウ

ン

デ

ィ

ン

グ

と

か

、

そ

う

い

う

も

の

な

ら

ご

協

力

出

来

そ

う

で

す

が

…
…

」

 

和

正

「

は

い

。

そ

れ

も

考

え

た

の

で

す

が

、

ク

ラ

ウ

ド

フ

ァ

ウ

ン

デ

ィ

ン

グ

は

あ

く

ま

で

通

常

の

資

金

調

達

の

み

を

目

的

と

し

た

も

の

で

す

。

２

０

％

程

度

の

手

数

料

が

掛

か

り

ま

す

し

、

そ

れ

な

り

の

返
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礼

も

必

要

に

な

り

ま

す

」

 

森

山

「

今

、

フ

ァ

ン

ク

ラ

ブ

で

も

チ

ケ

ッ

ト

優

待

は

し

て

い

ま

す

が

、

そ

れ

以

上

の

も

の

が

必

要

だ

と

？

」

 

和

正

「

い

え

、

優

待

の

対

象

と

な

る

持

ち

株

数

を

上

げ

て

、

そ

う

い

う

も

の

は

出

来

る

だ

け

少

な

く

し

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

」
 

森

山

「

…
…

と

言

う

こ

と

は

、

株

を

買

う

た

め

に

お

金

を

だ

し

て

、

後

は

何

も

な

し

、

と

い

う

こ

と

で

す

か

？

」

 

和

正

「

基

本

的

に

そ

う

な

り

ま

す

。

株

の

購

入

代

金

の

全

て

が

ク

ラ

ブ

さ

ん

に

入

る

形

で

す

」

 

森

山

、

ソ

フ

ァ

ー

に

も

た

れ

掛

か

っ

て

、

 

森

山

「

瀬

戸

さ

ん

、

そ

れ

は

無

理

で

し

ょ

う

？

 

そ

う

す

る

と

株

券

は

、

実

質

的

に

た

だ

の

領

収

書

と

同

じ

じ

ゃ

あ

な

い

で

す

か

？

」

 

和

正

「

は

い

。

た

だ

ク

ラ

ブ

を

応

援

し

て

い

る

、

そ

の

証

左

と

な

る

だ

け

で

す

」

 

森

山

「

…
…

」

 

梶

田

「

ウ

チ

の

店

も

少

な

い

で

す

け

ど

、

ス

ポ

ン

サ
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ー

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ク

ラ

ブ

に

強

く

な

っ

て

も

ら

え

る

な

ら

…
…

と

、

思

っ

て

い

ま

す

」

 
森

山

「
…

…

」

 

館

林

「

…
…

緑

川

さ

ん

の

と

こ

ろ

は

、

何

と

？

」

 

緑

川

「

ま

だ

、

父

親

に

は

話

は

し

て

い

ま

せ

ん

。

何

も

決

ま

っ

て

い

ま

せ

ん

の

で

…
…

。

た

だ

、

こ

れ

以

上

の

出

資

は

会

社

の

体

力

を

考

え

る

と

難

し

い

だ

ろ

う

な

、

と

い

う

感

じ

で

す

。

今

で

も

ワ

ン

マ

ン

な

と

こ

ろ

が

あ

り

ま

す

の

で

、

こ

れ

以

上

と

な

る

と

…
…

」

 

森

山

、

館

林

を

見

て

、

 

森

山

「

ど

う

し

ま

し

ょ

う

？

 

会

長

」

 

館

林

「

…
…

」

 

全

員

、

館

林

を

見

て

、

 

森

山

・

三

人

「

…
…

」

 

館

林

「

…
…

確

か

に

私

ど

も

の

ホ

ー

ム

タ

ウ

ン

は

大

都

市

と

は

違

う

。

人

口

で

言

え

ば

１

５

万

人

く

ら

い

だ

。

ス

ポ

ン

サ

ー

に

な

っ

て

頂

け

る

と

こ

ろ

も

大

方

お

声

が

け

は

し

て

い

る

。

こ

れ

か

ら

の

伸

び

代

を

考

え

る

と

…
…

」
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館

林

、

深

く

息

を

つ

い

て

、

 

館

林

「

と

は

言

え

…
…

」

 
森

山

・

三

人

「

…
…

」

 

和

正

「

会

長

さ

ん

、

私

た

ち

の

サ

ポ

ー

タ

ー

チ

ー

ム

も

ま

だ

力

不

足

で

す

し

、

こ

う

い

う

お

願

い

を

す

る

こ

と

自

体

、

不

躾

だ

と

思

い

ま

す

。

た

だ

、

ク

ラ

ブ

を

強

く

し

た

い

と

い

う

気

持

ち

は

同

じ

だ

と

思

い

ま

す

。

ご

検

討

頂

け

ま

せ

ん

で

し

ょ

う

か

？

 

お

願

い

し

ま

す

」

 

緑

川

・

梶

田

「

お

願

い

し

ま

す

！

」

 

館

林

「

…
…

」

 

森

山

「

ど

う

し

ま

し

ょ

う

か

…
…

、

 

会

長

…
…

」
 

館

林

「

…
…

」

 

三

人

「

…
…

」

 

館

林

「

…
…

分

か

っ

た

。

検

討

し

て

み

よ

う

」

 

館

林

を

見

る

森

山

。

 

表

情

が

明

る

く

な

る

三

人

。

 

館

林

「

…
…

し

か

し

、

黄

金

株

の

こ

と

も

含

め

て

難

し

い

話

に

な

る

だ

ろ

う

。

た

だ

、

大

口

ス

ポ

ン

サ

ー

の

責

任

者

の

方

は

、

大

体

社

外

取

締

役

に

入

っ
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て

く

れ

て

い

る

か

ら

、

説

明

と

し

て

は

し

や

す

い

。

取

締

役

会

で

の

承

認

が

前

提

に

な

る

か

ら

な

」
 

森

山

「

し

か

し

、

会

長

。

も

し

取

締

役

会

で

ゴ

ー

サ

イ

ン

が

出

た

ら

、

小

口

の

ス

ポ

ン

サ

ー

さ

ん

に

は

ど

う

対

応

さ

れ

ま

す

か

？

」

 

館

林

「

ど

ち

ら

に

せ

よ

、

株

主

総

会

を

開

く

こ

と

に

な

る

。

そ

の

時

に

丁

寧

に

ご

説

明

す

る

し

か

な

い

だ

ろ

う

」

 

三

人

は

頭

を

下

げ

な

が

ら

、

 

三

人

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」

 

館

林

「

ま

だ

、

決

ま

っ

た

訳

で

は

な

い

。

結

果

に

つ

い

て

は

、

森

山

か

ら

別

途

知

ら

せ

る

こ

と

に

し

よ

う

」

 

和

正

・

緑

川

・

梶

田

「

は

い

！

」

 

 

○

和

正

の

部

屋

（

夜

）

 

和

正

の

ス

マ

ホ

が

鳴

る

。

 

電

話

に

出

る

和

正

。

 

和

正

「

は

い

、

瀬

戸

で

す

」
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和

正

「

は

い

！

 

Ｏ

Ｋ

で

す

か

！

 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

は

い

。

で

は

次

の

日

曜

日

に

、

は

い

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

 

 

○

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

会

議

室

（

日

曜

日

・

昼

）

 

会

議

室

に

は

、

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

経

理

部

長

の

緒

方

実

（

３

３

）
。

 

向

い

側

に

は

、

和

正

、

緑

川

、

梶

田

。

 

緒

方

「

経

理

部

長

の

緒

方

と

申

し

ま

す

。

お

伝

え

し

ま

し

た

よ

う

に

、

先

日

の

臨

時

株

主

総

会

で

、

み

な

さ

ん

ご

提

案

の

『

公

募

増

資

』

の

実

施

が

可

決

・

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

緑

川

さ

ん

の

会

社

の

プ

ッ

シ

ュ

も

決

め

手

に

な

っ

た

と

聞

い

て

い

ま

す

」

 

和

正

・

梶

田

の

方

を

向

く

緑

川

。

 

緑

川

「

ど

う

だ

！

」

 

梶

田

「

別

に

、

お

前

が

偉

い

訳

じ

ゃ

ね

ぇ

だ

ろ

！

」

 

緒

方

、

苦

笑

い

し

な

が

ら

、

両

手

の

手

の

ひ

ら

を

三

人

に

向

け

て

、

 

緒

方

「

ま

あ

、

落

ち

着

い

て

下

さ

い

」

 

和

正

「

…
…

で

、

緒

方

さ

ん

。

今

日

の

お

話

と

い

う
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の

は

？

」

 

緒

方

「

は

い

。

み

な

さ

ん

の

ご

協

力

を

ど

の

範

囲

ま

で

に

す

る

か

、

と

い

う

お

話

で

す

。

と

い

う

よ

り

ど

こ

ま

で

可

能

か

を

お

知

ら

せ

す

る

、

と

言

っ

た

方

が

い

い

で

す

ね

。

後

は

作

戦

会

議

で

す

」

 

和

正

「

ど

こ

ま

で

可

能

か

、

と

い

う

の

は

ど

う

い

う

こ

と

で

す

か

？

」

 

緒

方

「

は

い

。

株

式

購

入

に

は

住

所

・

氏

名

等

が

必

要

に

な

り

ま

す

。

そ

れ

ら

は

個

人

情

報

に

な

り

ま

す

の

で

、

み

な

さ

ん

か

ら

の

直

接

購

入

は

出

来

な

い

と

い

う

こ

と

で

す

」

 

和

正

「

そ

う

言

え

ば

、

そ

の

通

り

で

す

ね

。

で

は

、

私

た

ち

は

ど

う

す

れ

ば

い

い

の

で

す

か

？

」

 

緒

方

「

主

に

、

宣

伝

活

動

を

お

願

い

し

た

い

の

で

す

が

…
…

」

 

和

正

「

具

体

的

に

は

？

」

 

緒

方

「

ビ

ラ

配

り

と

か

ネ

ッ

ト

で

の

呼

び

か

け

と

か

。

も

ち

ろ

ん

ク

ラ

ブ

の

者

も

お

手

伝

い

し

ま

す

」

 

緑

川

と

梶

田

、

身

を

乗

り

出

し

て

、
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緑

川

「

ウ

チ

の

従

業

員

に

買

わ

せ

ま

す

よ

！

」

 

梶

田

「

ウ

チ

の

お

客

さ

ん

に

も

！

」

 
緒

方

「

株

主

総

会

で

は

、

無

理

強

い

は

し

な

い

よ

う

に

し

て

欲

し

い

と

い

う

意

見

も

あ

り

ま

し

た

。

で

す

の

で

、

控

え

め

に

お

願

い

し

ま

す

ね

」

 

顔

を

見

合

わ

す

緑

川

と

梶

田

。

 

緑

川

・

梶

田

「

…
…

」

 

緒

方

「

今

、

ス

ポ

ン

サ

ー

に

な

っ

て

頂

い

て

い

る

企

業

さ

ん

に

は

、

そ

の

あ

た

り

に

つ

い

て

ク

ラ

ブ

か

ら

詳

し

い

説

明

が

必

要

に

な

る

か

と

思

い

ま

す

の

で

、

そ

れ

は

こ

ち

ら

で

対

応

し

ま

す

」

 

和

正

「

で

は

、

私

た

ち

で

や

れ

る

こ

と

は

限

ら

れ

そ

う

で

す

か

？

」

 

緒

方

「

そ

の

辺

の

知

恵

を

お

借

り

し

た

い

の

で

す

。

何

か

ア

イ

デ

ア

は

あ

り

ま

す

で

し

ょ

う

か

？

」

 

和

正

、

緑

川

と

梶

田

を

見

て

、

 

和

正

「

お

前

ら

、

何

か

あ

る

か

？

」

 

緑

川

「

う

〜

ん

。

試

合

の

あ

る

日

の

ス

タ

ジ

ア

ム

で

の

呼

び

か

け

と

か

…
…

」

 

梶

田

「

月

並

み

っ

ち

ゃ

、

月

並

み

だ

な

ぁ

…
…

」
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和

正

「

緒

方

さ

ん

、

ユ

ー

ス

の

親

御

さ

ん

に

買

っ

て

も

ら

う

と

い

う

の

は

ど

う

で

す

か

？

 

自

分

た

ち

の

た

め

で

も

あ

り

ま

す

し

、

ト

ッ

プ

チ

ー

ム

の

た

め

で

も

あ

り

ま

す

か

ら

、

ア

プ

ロ

ー

チ

し

や

す

い

か

と

…
…

」

 

緒

方

「

は

い

、

そ

れ

は

考

え

て

い

ま

す

。

た

だ

、

そ

の

場

合

、

親

御

さ

ん

の

購

入

す

る

株

式

の

口

数

の

多

寡

で

、

ス

タ

メ

ン

が

決

ま

る

と

い

う

よ

う

な

、

そ

う

い

う

誤

解

を

招

か

な

い

よ

う

に

す

る

必

要

が

あ

る

か

と

思

い

ま

す

。

子

供

た

ち

は

そ

う

い

う

の

に

敏

感

で

す

か

ら

。

で

す

の

で

、

親

御

さ

ん

を

集

め

て

説

明

会

を

開

こ

う

と

思

っ

て

い

ま

す

。

で

す

の

で

、

こ

ち

ら

で

対

応

し

ま

す

」

 

緑

川

「

子

供

た

ち

、

と

い

う

こ

と

で

し

た

ら

、

中

学

・

高

校

や

大

学

に

ビ

ラ

を

置

い

て

も

ら

う

と

い

う

の

は

ど

う

で

す

か

？

」

 

緒

方

「

一

応

、

商

売

に

な

り

ま

す

の

で

、

常

時

置

い

て

も

ら

う

の

は

難

し

い

か

と

思

い

ま

す

。

特

に

中

学

・

高

校

で

は

多

分

無

理

で

し

ょ

う

。

学

園

祭

や

大

学

祭

な

ど

の

イ

ベ

ン

ト

で

交

渉

次

第

、

と

い

う
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こ

と

に

な

り

そ

う

で

す

ね

」

 

梶

田

「

で

は

、

市

の

イ

ベ

ン

ト

と

か

は

ど

う

で

す

か

？
 

ウ

チ

は

焼

き

鳥

と

か

飲

食

関

係

で

出

店

さ

せ

て

も

ら

う

こ

と

が

多

い

の

で

。

行

け

ま

せ

ん

か

？

」

 

緒

方

「

市

と

の

調

整

が

必

要

に

な

り

ま

す

が

、

協

力

し

て

も

ら

え

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

」

 

和

正

、

緑

川

と

梶

田

を

見

て

、

 

和

正

「

結

局

、

オ

レ

た

ち

で

出

来

る

こ

と

っ

て

、

あ

ん

ま

り

な

い

な

ぁ

〜

」

 

緒

方

「

知

恵

を

お

借

り

す

る

と

言

っ

て

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

な

話

ば

か

り

で

す

い

ま

せ

ん

。

何

分

、

こ

ち

ら

も

初

め

て

の

試

み

で

す

か

ら

、

慎

重

に

な

ら

ざ

る

を

得

な

い

ん

で

す

」

 

緑

川

「

ま

あ

、

と

り

あ

え

ず

ス

タ

ジ

ア

ム

に

来

て

く

れ

て

る

お

客

さ

ん

は

脈

あ

り

な

訳

だ

し

、

ウ

チ

の

チ

ー

ム

の

連

中

は

、

多

分

買

っ

て

く

れ

る

だ

ろ

う

し

」

 

和

正

「

あ

あ

。

そ

う

い

う

の

が

広

が

れ

ば

、

う

ま

く

転

が

っ

て

く

れ

る

可

能

性

も

あ

る

な

」
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和

正

、

緒

方

を

見

て

、

 

和

正

「

ち

な

み

に

緒

方

さ

ん

、

株

を

複

数

口

買

っ

て

も

い

い

の

で

す

か

？

」

 

緒

方

「

か

ま

い

ま

せ

ん

。

黄

金

株

が

あ

り

ま

す

し

、

小

口

が

多

い

と

思

い

ま

す

の

で

。

大

き

な

口

数

の

場

合

は

、

ご

一

報

頂

け

れ

ば

」

 

緑

川

「

複

数

口

っ

て

言

っ

て

も
…

…

。

こ

り

ゃ

、

長

丁

場

に

な

り

そ

う

だ

な

」

 

梶

田

「

ま

あ

、

炭

火

焼

き

で

じ

っ

く

り

っ

て

と

こ

か

」

 

和

正

「

梶

田

、

お

前

ん

と

こ

ガ

ス

だ

ろ

？

」

 

梶

田

「

う

る

せ

ぇ

、

例

え

話

だ

よ

！

」

 

和

正

「

と

に

か

く

Ｏ

Ｋ

が

出

た

ん

だ

。

や

っ

て

み

る

し

か

な

い

」

 

頷

く

、

緑

川

と

梶

田

。

 

緒

方

「

何

か

ご

不

明

な

点

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

必

ず

ご

連

絡

下

さ

い

。

で

は

、

ご

協

力

の

ほ

ど

お

願

い

し

ま

す

」

 

和

正

・

緑

川

・

梶

田

「

は

い

！

」
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○

ス

タ

ジ

ア

ム

（

後

日

試

合

後

・

昼

）

 

横

断

幕

「

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

を

『

自

分

た

ち

の

』

ク

ラ

ブ

に

育

て

よ

う

！

」

 
横

断

幕

の

横

に

、

ビ

ラ

を

持

っ

た

和

正

・

緑

川

・

梶

田

。
 

ビ

ラ

を

取

る

観

客

２

。

 

三

人

、

九

十

度

お

辞

儀

を

し

て

、

 

三

人

「

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

！

」

 

ビ

ラ

を

見

な

が

ら

立

ち

去

る

観

客

２

。

 

三

人

に

近

寄

る

観

客

３

。

 

観

客

３

「

へ

ぇ

〜

、

面

白

そ

う

だ

な

。

何

を

す

れ

ば

い

い

の

？

」

 

緑

川

「

ク

ラ

ブ

の

株

を

買

っ

て

欲

し

い

ん

で

す

」

 

観

客

３

に

ビ

ラ

を

手

渡

す

緑

川

。

 

ビ

ラ

を

見

る

観

客

３

。

 

観

客

３

「

株

？

」

 

緑

川

「

は

い

」

 

観

客

３

「

配

当

と

か

は

、

あ

る

の

？

」

 

緑

川

「

い

い

え

、

あ

り

ま

せ

ん

。

で

す

が

議

決

権

は

あ

り

ま

す

」
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観

客

３

「

…
…

チ

ケ

ッ

ト

優

待

と

か

、

そ

う

い

う

の

は

？

」

 
緑

川

「

そ

れ

も

…
…

、

あ

り

ま

せ

ん

」

 
渋

い

顔

を

す

る

観

客

３

。

 

観

客

３

「

売

り

買

い

と

か

は

？

」

 

緑

川

「

基

本

的

に

出

来

な

い

ん

で

す

」

 

呆

れ

る

、

観

客

３

。
 

観

客

３

「

何

だ

そ

り

ゃ

？

 

こ

ん

な

の

株

じ

ゃ

な

い

だ

ろ

」

 

ビ

ラ

を

捨

て

て

、

立

ち

去

る

観

客

３

。

 

去

っ

て

い

く

観

客

３

を

見

る

三

人

。

 

三

人

「

…
…

」

 

三

人

に

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

姿

で

近

づ

く

小

野

寺

と

貴

島

。

 

び

っ

く

り

す

る

三

人

。

 

梶

田

「

小

野

寺

さ

ん

と

貴

島

さ

ん

で

す

か

⁉︎

」

 

小

野

寺

「

え

え

。

Ｇ

Ｔ

の

人

？

」

 

背

筋

を

伸

ば

す

三

人

。

 

梶

田

「

は

、

は

い

そ

う

で

す

！

」

 

小

野

寺

「

オ

レ

た

ち

も

手

伝

っ

て

い

い

か

な

？

」
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緑

川

「

で

、

で

も

、

試

合

終

わ

り

な

ん

じ

ゃ

あ

…

…

」

 
貴

島

「

そ

う

だ

け

ど

、

こ

れ

も

ク

ラ

ブ

の

た

め

だ

っ

て

聞

い

て

る

。

い

つ

も

差

し

入

れ

も

ら

っ

て

る

し

。

無

理

は

し

な

い

か

ら

」

 

和

正

「

あ

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」

 

呼

び

か

け

を

す

る

三

人

と

小

野

寺

・

貴

島

。

 

寄

っ

て

く

る

子

供

連

れ

の

観

客

４

。

 

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

姿

の

観

客

４

の

子

供

に

サ

イ

ン

を

し

て

写

真

を

撮

っ

た

後

、

観

客

４

と

話

を

す

る

小

野

寺

と

貴

島

。

 

貴

島

は

三

人

に

手

を

向

け

、

 

貴

島

「

ウ

チ

の

チ

ー

ム

の

た

め

に

協

力

し

て

も

ら

っ

て

い

ま

す

。

話

だ

け

で

も

聞

い

て

も

ら

え

ま

せ

ん

か

？

」

 

三

人

の

方

に

向

か

う

観

客

４

。

 

観

客

４

に

話

を

す

る

三

人

。

 

観

客

４

の

子

供

「

ね

ぇ

、

お

父

さ

ん

。

買

っ

て

あ

げ

よ

う

よ

。

お

願

い

！

」

 

子

供

を

困

っ

た

顔

で

見

る

観

客

４

。
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観

客

４

「

…
…

」

 

三

人

を

見

る

観

客

４

。

 
観

客

４

「

購

入

の

…
…

、

方

法

を

教

え

て

頂

け

ま

す

か

？

」

 

三

人

、

九

十

度

の

お

辞

儀

で

、

 

三

人

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」

 

声

が

け

を

続

け

る

貴

島

と

小

野

寺

。

 

ビ

ラ

を

配

る

三

人

。

 

 

○

ユ

ー

ス

の

親

御

さ

ん

へ

の

説

明

会

（

別

日

・

夜

）

 

（

音

無

し

）

 

ク

ラ

ブ

の

会

議

室

で

、

親

御

さ

ん

達

を

前

に

、

説

明

し

て

い

る

緒

方

と

小

野

寺

。

 

 

○

市

の

イ

ベ

ン

ト

（

別

日

・

昼

）

 

白

い

テ

ン

ト

の

下

で

、

焼

き

鳥

を

焼

く

梶

田

。

 

そ

の

横

で

、

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

姿

の

貴

島

。

 

ビ

ラ

を

配

る

和

正

と

緑

川

。

 

和

正

・

緑

川

「

ク

ラ

ブ

の

た

め

に

、

ご

協

力

お

願

い
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し

ま

す

！

」

 

イ

ベ

ン

ト

来

場

者

が

ビ

ラ

を

取

る

た

び

に

、

九

十

度

の

お

辞

儀

を

す

る

和

正

と

緑

川

。

 

 

○

試

合

後

の

ス

タ

ジ

ア

ム

（

後

日

・

夜

）

 

呼

び

か

け

が

三

人

か

ら

、

十

人

ほ

ど

に

増

え

る

。

 

横

断

幕

「

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

を

『

自

分

た

ち

の

』

ク

ラ

ブ

に

育

て

よ

う

！

」

 

そ

の

下

に

横

断

幕

「

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

サ

ポ

ー

タ

ー

チ

ー

ム

 

ギ

ャ

ラ

ン

ト

・

シ

ー

ブ

ズ

（

Ｇ

Ｔ

）
」
。

 

呼

び

か

け

と

ビ

ラ

配

り

を

し

て

い

る

三

人

と

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

た

ち

。

 

 

○

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

事

務

所

（

昼

）

 

机

に

座

っ

て

い

る

館

林

、

ソ

フ

ァ

に

座

っ

て

い

る

森

山

と

緒

方

。

 

館

林

「

緒

方

君

、

調

子

は

ど

う

か

ね

？

」

 

緒

方

「

は

い

、

会

長

。

概

ね

好

意

的

に

ご

協

力

頂

い
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て

い

ま

す

。

選

手

の

方

も

何

人

か

自

発

的

に

。

た

だ

、

い

く

つ

か

の

ス

ポ

ン

サ

ー

さ

ん

か

ら

は

手

を

引

く

と

言

わ

れ

ま

し

た

が

…
…

」

 

館

林

「

…
…

残

念

だ

が

、

止

む

お

え

ん

な

」

 

椅

子

に

も

た

れ

る

館

林

。

 

館

林

「

…
…

」

 

 

○

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

事

務

所

（

十

五

年

後

・

昼

）

 

配

達

の

ト

ラ

ッ

ク

が

横

付

け

す

る

。

 

運

転

手

が

呼

び

鈴

を

鳴

ら

す

。

 

伊

藤

（

４

３

）
「

は

い

」

 

配

達

員

「

お

荷

物

で

す

」

 

伊

藤

（

声

）
「

は

い

。

失

礼

で

す

が

、

ど

の

く

ら

い

あ

り

ま

す

か

？

」

 

配

達

員

「

結

構

あ

り

ま

す

。

ダ

ン

ボ

ー

ル

三

十

箱

く

ら

い

。

ど

う

さ

れ

ま

す

か

？

」

 

伊

藤

、

木

崎

の

方

を

向

い

て

、

 

伊

藤

「

木

崎

さ

ん

、

い

つ

も

の

で

す

け

ど

」

 

木

崎

（

４

７

）
「

ど

の

く

ら

い

だ

っ

て

？

」

 

伊

藤

「

ダ

ン

ボ

ー

ル

三

十

箱

だ

そ

う

で

す

が

…
…

。
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ど

う

し

ま

す

か

？

」

 

木

崎

「

ど

う

も

こ

う

も

受

け

取

ら

な

い

訳

に

は

い

か

な

い

だ

ろ

う

」

 
木

崎

、

施

設

部

長

の

佐

倉

幹

夫

（

５

０

）

の

方

を

向

い

て

、

 

木

崎

「

佐

倉

さ

ん

、

ま

た

ス

タ

ジ

ア

ム

の

倉

庫

に

置

い

て

い

い

で

す

か

？

」

 

佐

倉

「

あ

あ

、

か

ま

わ

な

い

が

…
…

。

し

か

し

、

言

い

方

は

何

だ

が

、

そ

ろ

そ

ろ

別

の

も

の

で

も

…

…

」

 

伊

藤

「

で

も

こ

れ

、

今

の

社

長

が

始

め

た

ら

し

く

っ

て

…
…

」

 

佐

倉

「

分

か

っ

た

。

で

も

、

倉

庫

が

満

パ

ン

に

な

る

前

に

考

え

な

い

と

な

。

社

長

に

相

談

し

て

み

る

よ

」

 

伊

藤

「

は

い

。

お

願

い

し

ま

す

」

 

 

○

動

画

サ

イ

ト

（

全

画

面

）

 

最

初

の

シ

ー

ン

と

同

じ

動

画

。
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○

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

社

長

室

（

同

）

 

パ

ソ

コ

ン

で

そ

の

動

画

を

見

て

い

る

和

正

。

 

動

画

の

下

に

「

十

五

年

前

、

１

５

０

万

回

再

生

」

の

文

字

。

 

微

笑

む

和

正

。

 

注

釈

欄

に

「

今

年

こ

そ

一

部

へ

！

」

 

ク

リ

ッ

ク

す

る

和

正

。
 

 

○

動

画

サ

イ

ト

（

別

の

動

画

の

全

画

面

）
 

ス

タ

ジ

ア

ム

観

客

席

。

 

中

央

に

黄

色

の

キ

ャ

プ

テ

ン

マ

ー

ク

を

付

け

た

和

也

。

画

面

い

っ

ぱ

い

の

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

。

 

和

也

「

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

を

応

援

し

て

く

れ

て

い

る

み

な

さ

ん

！

 

サ

ポ

ー

タ

ー

チ

ー

ム

『

ギ

ャ

ラ

ン

ト

・

シ

ー

ブ

ズ

』

の

リ

ー

ダ

ー

瀬

戸

和

也

で

す

！

 

今

季

は

い

よ

い

よ

一

部

リ

ー

グ

へ

の

挑

戦

が

始

ま

り

ま

す

！

 

念

願

の

昇

格

を

目

指

し

て

、

ク

ラ

ブ

と

共

に

戦

い

ま

し

ょ

う

！

」

 

後

の

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

を

見

て

、
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和

也

「

み

ん

な

行

く

ぞ

！

」

 

全

員

「

お

ぉ

！

」

 

ド

ラ

ム

に

合

わ

せ

て

、

手

を

前

に

出

し

、

 
♪

「

Ｗ

ｅ

 

ａ

ｒ

ｅ

 

Ｇ

Ｔ

！

」

 

手

拍

子

「

パ

パ

ン

・

パ

・

パ

ン

パ

ン

」

 

を

繰

り

返

す

。
 

動

画

を

見

て

微

笑

む

和

正

。

 

和

正

「

…
…

」

 

 

○

ス

タ

ジ

ア

ム

（

試

合

・

昼

）

 

試

合

。

 

ホ

ー

ム

席

の

後

方

で

Ｇ

Ｔ

の

旗

が

、

数

本

振

ら

れ

て

い

る

。

 

ホ

ー

ム

席

前

に

「

目

指

せ

一

部

へ

！

」

の

横

断

幕

。

 

Ｇ

Ｔ

応

援

歌

。

 

♪

「

お

〜

お

お

〜

（

チ

ャ

ン

ト

）
」

 

飛

び

な

が

ら

、

 

♪

「

雅

々

舘

〜

 

羽

ば

た

け

〜

 

高

み

目

指

し

て

〜

」
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♪

「

雅

々

舘

〜

 

貫

け

〜

 

ゴ

ー

ル

ネ

ッ

ト

を

〜

」

 

♪

「

Ｗ

ｅ

 

ａ

ｒ

ｅ

 

Ｇ

Ｔ

！

」

 
手

拍

子

「

パ

パ

ン

・

パ

・

パ

ン

パ

ン

」

 

を

繰

り

返

す

。

 

「

ピ

ー

・

ピ

ー

・

ピ

ー

」

と

試

合

終

了

の

ホ

イ

ッ

ス

ル

。

 

試

合

終

了

。

２

−

１

で

負

け

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

選

手

た

ち

が

ホ

ー

ム

側

ス

タ

ン

ド

の

前

で

並

ん

で

挨

拶

。

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

１

「

貴

島

！

 

後

半

の

シ

ュ

ー

ト

よ

く

止

め

た

！

 

得

失

点

差

で

ア

ド

バ

ン

テ

ー

ジ

が

取

れ

た

ぞ

！

」

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

２

「

小

野

寺

！

 

あ

の

シ

ュ

ー

ト

は

キ

ー

パ

ー

が

良

す

ぎ

た

！

 

次

は

い

け

る

ぞ

！

」

 

ス

タ

ン

ド

に

手

を

振

る

貴

島

と

小

野

寺

。

 

 

○

居

酒

屋

「

Ｇ

Ｉ

Ｚ

Ｏ

Ｋ

Ｕ

」
（

同

日

夕

方

・

外

観

）
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○

同

（

店

内

）

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

で

ほ

ぼ

満

員

。

 

今

日

の

試

合

に

つ

い

て

話

を

し

て

い

る

。

 
厨

房

で

料

理

を

作

っ

て

い

る

鉢

巻

姿

の

梶

田

。

 

丸

め

た

横

断

幕

を

持

っ

た

和

也

と

、

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

５

・

６

が

暖

簾

を

潜

る

。

 

和

也

「

お

じ

さ

ん

、

ど

う

も

」

 

梶

田

「

お

う

、

和

也

か

」

 

客

の

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

た

ち

が

和

也

を

見

る

。

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

３

「

和

也

も

来

た

の

か

」

 

和

也

「

試

合

が

終

わ

っ

た

ら

こ

こ

っ

て

、

決

ま

っ

て

る

だ

ろ

う

が

」

 

梶

田

「

試

合

、

惜

し

か

っ

た

ら

し

い

な

」

 

和

也

「

え

え

。

相

手

も

必

死

で

し

た

か

ら

」

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

４

「

今

日

は

負

け

た

け

ど

、

最

終

戦

の

条

件

は

引

き

分

け

以

上

で

一

部

昇

格

。

失

点

を

最

小

に

し

て

く

れ

た

か

ら

な

。

次

の

Ｆ

Ｃ

桐

山

と

の

試

合

は

大

一

番

だ

」

 

和

也

「

あ

あ

」
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店

の

壁

に

か

か

っ

て

い

る

選

手

の

サ

イ

ン

色

紙

を

見

る

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

５

と

６

。

 

壁

の

中

央

に

、

額

縁

に

入

っ

て

い

る

株

券

が

５

つ

横

に

並

ん

で

い

る

。

 

梶

田

「

和

也

、

そ

い

つ

ら

は

？

 

こ

こ

は

初

め

て

か

？

」

 

和

也

「

は

い

。

ウ

チ

に

入

っ

て

く

れ

た

の

で

、

連

れ

て

き

ま

し

た

」

 

店

の

壁

を

見

回

す

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

５

と

６

。

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

５

「

和

也

さ

ん

、

す

ご

い

で

す

ね

。

サ

イ

ン

が

た

く

さ

ん

あ

っ

て

」

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

６

「

あ

と

、

株

も

あ

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

古

い

の

も

あ

る

み

た

い

で

す

け

ど

」

 

和

也

「

あ

あ

。

こ

こ

の

お

じ

さ

ん

は

、

Ｇ

Ｔ

の

創

立

メ

ン

バ

ー

だ

か

ら

な

。

最

初

の

か

ら

全

部

持

っ

て

る

ん

だ

よ

」

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

５

「

っ

て

こ

と

は

、

伝

説

の

ス

リ

ー

…
…

」

 

話

を

遮

る

、

梶

田

。

 

梶

田

「

お

い

、

や

め

ろ

。

そ

う

い

う

の

は

恥

ず

か

し
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い

ん

だ

よ

。

和

也

、

お

前

ん

と

こ

の

親

父

も

そ

う

だ

ろ

う

が

よ

」

 
和

也

「

い

い

じ

ゃ

な

い

で

す

か

、

お

じ

さ

ん

」

 

梶

田

「

せ

め

て

死

ん

で

か

ら

に

し

て

く

れ

よ

。

生

き

る

伝

説

み

た

い

な

、

そ

ん

な

偉

い

も

ん

じ

ゃ

ね

ぇ

よ

」

 

一

同

、

笑

い

。

 

テ

ー

ブ

ル

に

座

る

三

人

。
 

梶

田

「

全

員

、

生

中

で

い

い

か

？

」

 

和

也

「

は

い

。

お

願

い

し

ま

す

」

 

飲

み

食

い

す

る

三

人

と

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

た

ち

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

客

が

半

分

く

ら

い

帰

っ

て

い

る

。

 

和

也

「

お

じ

さ

ん

、

今

日

は

こ

の

辺

で

帰

り

ま

す

」

 

梶

田

「

お

う

」

 

梶

田

、

九

十

度

に

お

辞

儀

を

し

な

が

ら

、

 

梶

田

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

！

」

 

そ

れ

を

見

る

、

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

５

と

６

。

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

５

・

６

「

…
…

」
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店

を

出

る

三

人

。

 

 
○

店

の

前

（

同

・

夜

）

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

５

「

和

也

さ

ん

、

さ

っ

き

の

大

将

の

人

、

妙

に

礼

儀

正

し

く

な

か

っ

た

で

す

か

？

」

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

６

「

僕

も

そ

う

思

い

ま

し

た

。

あ

ん

な

強

面

な

の

に

丁

寧

と

い

う

か

…
…

」

 

和

也

「

あ

あ

、

あ

れ

か

。

何

か

癖

に

な

っ

て

る

っ

て

言

っ

て

た

。

詳

し

い

こ

と

は

教

え

て

く

れ

な

く

て

な

。

次

は

決

戦

だ

。

来

て

く

れ

よ

な

」

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

５

・

６

「

は

い

」

 

 

○

ス

タ

ジ

ア

ム

（

全

景

・

昼

）

 

満

員

の

観

客

と

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

。

 

聞

こ

え

る

応

援

歌

。

 

 

○

ス

タ

ジ

ア

ム

（

同

・

ロ

ッ

カ

ー

ル

ー

ム

）

 

椅

子

に

座

っ

て

い

る

選

手

た

ち

。

 

そ

の

中

で

、

椅

子

に

座

っ

て

下

を

向

い

て

い

る

貴

島

（

３

５

）

と

小

野

寺

（

３

３

）
。
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イ

ン

ナ

ー

姿

の

二

人

。

 

貴

島

Ｍ

「

今

は

得

失

点

差

で

有

利

だ

。

前

の

試

合

の

失

点

を

防

い

だ

こ

と

が

効

い

て

い

る

。

今

日

は

引

き

分

け

で

も

昇

格

だ

。

オ

レ

が

ゴ

ー

ル

を

割

ら

せ

な

け

れ

ば

行

け

る

」

 

小

野

寺

Ｍ

「

こ

の

前

の

試

合

で

ゴ

ー

ル

を

決

め

て

い

れ

ば

昇

格

だ

っ

た

。

今

日

の

試

合

は

引

き

分

け

で

い

い

な

ん

て

考

え

る

な

。

オ

レ

の

ゴ

ー

ル

で

決

め

て

勝

つ

。

す

っ

と

こ

の

チ

ー

ム

で

頑

張

っ

て

き

た

ん

だ

。

こ

こ

で

負

け

て

た

ま

る

か

」

 

お

互

い

の

顔

を

見

て

頷

く

貴

島

と

小

野

寺

。

 

ド

ア

を

開

け

て

入

っ

て

く

る

監

督

の

古

谷

勉

（

４

３

）
。

 

古

谷

「

よ

し

、

み

ん

な

聞

い

て

く

れ

。

言

わ

な

く

て

も

分

か

っ

て

い

る

と

思

う

が

、

今

日

は

最

終

節

、

引

き

分

け

以

上

で

念

願

の

一

部

昇

格

だ

」

 

古

谷

を

見

て

、

頷

く

選

手

た

ち

。

 

古

谷

「

そ

こ

で

、

今

日

の

試

合

は

別

の

人

に

監

督

を

託

そ

う

と

思

う

」

 

ざ

わ

め

く

選

手

た

ち

。
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古

谷

「

勘

違

い

し

な

い

で

欲

し

い

。

私

は

逃

げ

て

い

る

訳

で

は

な

い

。

そ

の

人

が

指

揮

を

取

る

こ

と

が

試

合

に

勝

つ

確

率

が

高

い

と

判

断

し

た

か

ら

だ

。

も

ち

ろ

ん

今

日

の

試

合

の

責

任

は

私

が

取

る

」

 

選

手

た

ち

「

…
…

」
 

貴

島

「

監

督

、

で

は

誰

が

？

」

 

古

谷

「

会

長

」

 

ド

ア

を

開

け

て

、

ロ

ッ

カ

ー

ル

ー

ム

に

入

っ

て

く

る

背

広

姿

の

岡

村

（

６

０

）
。

 

岡

村

を

見

る

選

手

た

ち

。

 

小

野

寺

「

会

長

…
…

」

 

古

谷

「

今

日

は

岡

村

会

長

に

指

揮

を

と

っ

て

も

ら

う

こ

と

に

し

た

」

 

岡

村

、

ロ

ッ

カ

ー

ル

ー

ム

の

中

心

ま

で

歩

き

、

 

岡

村

「

古

谷

く

ん

か

ら

話

が

あ

っ

た

。

最

初

は

び

っ

く

り

し

た

。

も

う

私

も

ロ

ー

ト

ル

だ

。

だ

か

ら

一

度

は

断

っ

た

よ

。

し

か

し

、

私

の

メ

ソ

ッ

ト

の

有

効

性

を

実

戦

で

示

し

て

く

れ

た

の

は

君

た

ち

だ

。

そ

れ

を

最

大

限

発

揮

で

き

る

の

は

私

し

か

い

な
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い

、

そ

し

て

今

し

か

な

い

…
…

、

と

古

谷

く

ん

か

ら

言

わ

れ

た

。

そ

れ

で

引

き

受

け

る

こ

と

に

し

た

」
 

古

谷

、

選

手

た

ち

を

見

回

し

て

、

 

古

谷

「

み

ん

な

、

い

い

な

」

 

頷

く

選

手

た

ち

。
 

岡

村

「

久

し

ぶ

り

だ

な

…
…

」
 

岡

村

、

少

し

微

笑

ん

で

ネ

ク

タ

イ

を

締

め

直

す

。

 

表

情

が

キ

リ

ッ

と

す

る

岡

村

。

 

岡

村

「

今

日

は

…
…

、

私

が

指

揮

を

取

る

」

 

 

○

ス

タ

ジ

ア

ム

（

同

日

・

昼

）

 

試

合

開

始

の

ホ

イ

ッ

ス

ル

。

 

試

合

開

始

。

 

 

○

観

客

席

（

ホ

ー

ム

側

）

 

♪

「

お

〜

お

お

〜

（

チ

ャ

ン

ト

）
」

 

♪

「

雅

々

舘

〜

、

は

ば

た

け

〜

、

頂

点

め

ざ

し

て

〜

」
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♪

「

雅

々

舘

〜

、

貫

け

〜

、

ゴ

ー

ル

ネ

ッ

ト

を

〜

」

 

♪

「

Ｗ

ｅ

 

ａ

ｒ

ｅ

 

Ｇ

Ｔ

！

」

 
手

拍

子

「

パ

パ

ン

・

パ

・

パ

ン

パ

ン

」

 

応

援

す

る

瀬

戸

和

也

（

２

７

）

と

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

・

観

客

た

ち

。

 

和

也

の

ス

マ

ホ

が

鳴

る
 

電

話

を

取

る

和

也

。

 

和

也

「

オ

レ

だ

。

二

人

？

 

お

父

さ

ん

と

男

の

子

か

。

杉

村

さ

ん

？

 

で

、

ど

っ

ち

だ

？

 

前

？

 

あ

あ

、

案

内

し

て

く

れ

」

 

和

也

、

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

に

向

か

っ

て

、

 

和

也

「

お

い

、

み

ん

な

！

 

ご

新

規

さ

ん

二

名

、

お

父

さ

ん

と

男

の

子

だ

。

通

路

開

け

て

く

れ

！

」

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

７

「

和

也

、

い

い

加

減

そ

の

言

い

方

や

め

ろ

よ

」

 

和

也

「

う

る

せ

ぇ

！

 

そ

う

い

う

と

こ

ろ

で

バ

イ

ト

し

て

た

ん

だ

。

気

に

す

る

な

！

」

 

観

客

の

杉

村

孝

（

３

８

）

と

息

子

の

浩

人

（

１

０

）

が

通

路

の

階

段

を

降

り

て

く

る

。
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和

也

「

杉

村

さ

ん

で

す

ね

？

」

 

孝

「

は

い

」

 

和

也

、

席

を

手

で

指

し

て

、

 

和

也

「

こ

ち

ら

に

ど

う

ぞ

」

 

孝

「

い

え

、

息

子

だ

け

お

願

い

し

ま

す

。

前

で

見

た

い

と

言

っ

て

て

。

私

は

上

で

見

ま

す

の

で

。

浩

人

、

い

い

か

？

」

 

浩

人

「

う

ん

」

 

孝

「

で

は

、

息

子

を

お

願

い

し

ま

す

」
 

和

也

「

分

か

り

ま

し

た

。

ま

か

せ

て

下

さ

い

」

 

和

也

、

浩

人

を

見

て

、

 

浩

人

「

坊

や

、

グ

ッ

ズ

持

っ

て

る

か

？

」

 

浩

人

「

…
…

持

っ

て

な

い

」

 

和

也

、

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

を

見

回

し

て

、

 

和

也

「

お

い

！

 

誰

か

タ

オ

ル

持

っ

て

な

い

か

？

」

 

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

８

「

持

っ

て

る

よ

。

ほ

ら

」

 

タ

オ

ル

を

投

げ

る

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

８

。

 

和

也

、

受

け

取

っ

て

浩

人

に

渡

す

。

 

和

也

「

と

り

あ

え

ず

、

今

日

は

タ

オ

ル

を

両

手

で

掴

ん

で

、

前

に

出

し

て

応

援

し

て

く

れ

。

チ

ャ

ン

ト
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は

ま

た

覚

え

て

く

れ

れ

ば

い

い

か

ら

」

 

浩

人

「

チ

ャ

ン

ト

っ

て

？

」

 
和

也

「

応

援

歌

み

た

い

な

ヤ

ツ

だ

」

 

 

○

ス

タ

ジ

ア

ム

（

フ

ィ

ー

ル

ド

・

前

半

）

 

（

カ

ッ

ト

バ

ッ

ク

始

め

）
 

Ｆ

Ｃ

桐

山

の

ボ

ラ

ン

チ

が

ド

リ

ブ

ル

で

雅

々

舘

陣

地

に

切

れ

込

む

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

フ

ォ

ワ

ー

ド

へ

パ

ス

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

貴

島

、

両

手

を

開

い

て

腰

を

落

と

し

、

構

え

る

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

フ

ォ

ワ

ー

ド

が

ド

リ

ブ

ル

で

ペ

ナ

ル

テ

ィ

エ

リ

ア

に

ボ

ー

ル

を

持

ち

込

ん

で

く

る

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

貴

島

、

フ

ォ

ワ

ー

ド

の

動

き

を

見

な

が

ら

、

 

貴

島

Ｍ

「

右

か

？

 

左

か

？

」

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ
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フ

ォ

ワ

ー

ド

が

シ

ュ

ー

ト

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
貴

島

Ｍ

「

右

だ

！

」

 
貴

島

、

ゴ

ー

ル

ポ

ス

ト

右

隅

に

横

っ

飛

び

で

パ

ン

チ

ン

グ

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ
 

 
 

 

Ｘ

 

ホ

ー

ム

ス

タ

ン

ド

か

ら

安

堵

の

声

。

 

Ｇ

Ｔ

「

お

ぉ

ぉ

！

」

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

頭

を

抱

え

る

フ

ォ

ワ

ー

ド

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

Ｇ

Ｔ

「

貴

島

、

パ

パ

パ

ン

、

貴

島

、

パ

パ

パ

ン

」

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

口

に

手

を

当

て

て

叫

ぶ

岡

村

。

 

岡

村

「

横

に

広

が

れ

！

」

 

岡

村

、

両

手

で

襖

を

開

け

る

よ

う

に

、

 

岡

村

「

早

く

前

線

に

行

け

！

」

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

（

カ

ッ

ト

バ

ッ

ク

終

わ

り

）
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貴

島

、

ボ

ー

ル

を

セ

ッ

ト

し

て

前

線

へ

蹴

り

出

す

。

 

両

方

の

選

手

が

ゲ

ー

ム

を

リ

ス

タ

ー

ト

す

る

。
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

前

半

終

了

の

ホ

イ

ッ

ス

ル

。

 

 

○

ロ

ッ

カ

ー

ル

ー

ム

（

同

）

 

岡

村

「

よ

し

。

前

半

は

上

出

来

だ

。

貴

島

、

ナ

イ

ス

セ

ー

ブ

だ

っ

た

。

後

半

は

引

き

分

け

で

も

い

い

と

消

極

的

に

な

る

な

。

だ

が

無

理

に

攻

め

よ

う

と

も

す

る

な

。

ク

レ

バ

ー

に

動

い

て

ゲ

ー

ム

を

支

配

す

る

ん

だ

。

い

い

な

？

」

 

選

手

た

ち

「

は

い

！

」

 

岡

村

「

よ

し

、

準

備

し

て

く

れ

」

 

ロ

ッ

カ

ー

ル

ー

ム

か

ら

出

て

い

く

岡

村

。

 

出

た

の

を

確

認

す

る

貴

島

。

 

貴

島

、

立

ち

上

が

っ

て

選

手

た

ち

を

見

回

し

な

が

ら

、

 

貴

島

「

み

ん

な

」
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頷

く

選

手

た

ち

。

 

各

自

の

ロ

ッ

カ

ー

で

後

ろ

向

き

に

イ

ン

ナ

ー

を

着

替

え

て

、

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

を

着

る

選

手

た

ち

。
 

赤

い

テ

ー

プ

の

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

飲

ん

で

ロ

ッ

カ

ー

に

置

く

選

手

た

ち

。

 

 

○

ス

タ

ジ

ア

ム

（

フ

ィ

ー

ル

ド

・

後

半

）

 

後

半

の

ホ

イ

ッ

ス

ル

。

 

桐

山

Ｆ

Ｃ

の

ボ

ー

ル

で

ス

タ

ー

ト

。
 

パ

ス

回

し

を

始

め

る

。

 

（

カ

ッ

ト

バ

ッ

ク

始

め

）

 

Ｆ

Ｃ

桐

山

の

シ

ュ

ー

ト

を

キ

ャ

ッ

チ

す

る

貴

島

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

キ

ッ

ク

で

前

線

に

ボ

ー

ル

を

入

れ

る

貴

島

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

ボ

ラ

ン

チ

が

小

野

寺

に

ロ

ン

グ

パ

ス

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

パ

ス

を

ト

ラ

ッ

プ

す

る

小

野

寺

。
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Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

デ

ィ

フ

ェ

ン

ス

を

左

右

に

揺

さ

ぶ

っ

て

ド

リ

ブ

ル

で

持

ち

込

む

小

野

寺

。

 
Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

ゴ

ー

ル

キ

ー

パ

ー

の

位

置

を

確

認

す

る

小

野

寺

。

 

小

野

寺

Ｍ

「

行

け

る

！

」

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ
 

シ

ュ

ー

ト

を

放

つ

小

野

寺

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

キ

ー

パ

ー

が

ボ

ー

ル

を

弾

い

て

、

前

に

落

と

す

。

 

小

野

寺

Ｍ

「

ま

だ

だ

！

」

 

小

野

寺

が

ス

ラ

イ

デ

ィ

ン

グ

シ

ュ

ー

ト

。

 

ボ

ー

ル

が

ゴ

ー

ル

ネ

ッ

ト

に

突

き

刺

さ

る

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

両

手

を

あ

げ

て

沸

く

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

と

観

客

た

ち

。

 

Ｇ

Ｔ

「

お

お

お

お

お

お

っ

！

」

 

旗

が

振

ら

れ

る

。
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Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

の

控

え

の

選

手

た

ち

が

両

手

を

あ

げ

て

立

ち

上

が

る

。

 
岡

村

、

片

手

で

ガ

ッ

ツ

ポ

ー

ズ

を

し

て

、

 

岡

村

「

よ

し

っ

！

」
 

岡

村

、

コ

ー

チ

陣

と

手

を

叩

く

。

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

う

つ

伏

せ

に

な

っ

て

地

面

を

叩

く

キ

ー

パ

ー

。

 

（

カ

ッ

ト

バ

ッ

ク

終

わ

り

）

 

 

和

也

、

浩

人

を

見

て

、

肩

を

揺

ら

し

な

が

ら

、

 

和

也

「

ゴ

ー

ル

だ

！

 

ゴ

ー

ル

だ

よ

！

 

や

っ

た

ぜ

！

」

 

小

野

寺

コ

ー

ル

が

鳴

る

。

 

Ｇ

Ｔ

「

小

野

寺

！

 

パ

パ

パ

ン

。

小

野

寺

！

 

パ

パ

パ

ン

」

 

 

（

カ

ッ

ト

バ

ッ

ク

始

め

）
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飛

び

上

が

っ

て

、

両

手

を

広

げ

て

吠

え

な

が

ら

ホ

ー

ム

側

の

ゴ

ー

ル

裏

の

前

に

向

か

う

小

野

寺

。

 
Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

小

野

寺

を

追

い

か

け

て

、

頭

を

叩

い

て

祝

福

す

る

選

手

た

ち

。
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

小

野

寺

、

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

を

脱

い

で

、

胸

に

「

Ｇ

ａ

ｌ

ｌ

ａ

ｎ

ｔ

 

Ｔ

ｈ

ｉ

ｅ

ｖ

ｅ

ｓ

」

と

書

か

れ

た

イ

ン

ナ

ー

を

指

さ

し

て

Ｇ

Ｔ

に

ア

ピ

ー

ル

す

る

。

 

（

カ

ッ

ト

バ

ッ

ク

終

わ

り

）

 

 

沸

く

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

と

観

客

。

 

小

野

寺

コ

ー

ル

が

続

く

。

 

浩

人

、

タ

オ

ル

を

出

し

た

ま

ま

、

 

Ｇ

Ｔ

「

小

野

寺

！

 

パ

パ

パ

ン

。

小

野

寺

！

 

パ

パ

パ

ン

」

 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 
 

 
 

Ｘ

 

「

ピ

ー

・

ピ

ー

・

ピ

ー

」

と

終

了

の

ホ

イ

ッ
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ス

ル

。

 

フ

ィ

ー

ル

ド

に

集

ま

っ

て

、

輪

に

な

っ

て

喜

ぶ

雅

々

舘

Ｆ

Ｃ

の

選

手

た

ち

。

 
♪

「

Ｗ

ｅ

 

ａ

ｒ

ｅ

 

Ｇ

Ｔ

！

」

 

手

拍

子

「

パ

パ

ン

・

パ

・

パ

ン

パ

ン

」

 

を

繰

り

返

す

Ｇ

Ｔ

メ

ン

バ

ー

。

 

 

○

ス

タ

ジ

ア

ム

（

同

・

貴

賓

席

）
 

貴

賓

席

の

窓

か

ら

、

試

合

を

見

て

い

る

和

正

（

５

０

）
。

 

貴

賓

室

に

入

っ

て

く

る

緑

川

（

４

８

）
。

 

緑

川

「

や

っ

た

な

」

 

和

正

「

あ

あ

」

 

フ

ィ

ー

ル

ド

を

見

る

、

二

人

。

 

和

正

「

梶

田

の

ヤ

ツ

は

？

」

 

緑

川

「

店

が

あ

る

っ

て

よ

」

 

和

正

「

…

っ

た

く

、

大

一

番

だ

っ

て

の

に

」

 

緑

川

「

Ｇ

Ｔ

の

連

中

が

集

ま

っ

て

る

ら

し

い

。

チ

ケ

ッ

ト

が

取

れ

な

か

っ

た

ん

だ

っ

て

さ

」

 

和

正

「

そ

う

か

…

」
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フ

ィ

ー

ル

ド

を

見

る

、

二

人

。

 

和

正

「

始

め

た

時

は

…
…

、

ど

う

な

る

か

と

思

っ

て

い

た

が
…

…

」

 

緑

川

「

…
…

そ

う

だ

な

」

 

和

正

「

こ

れ

だ

け

に

な

る

ま

で

に

、

随

分

頭

を

下

げ

た

も

ん

だ

…
…

」

 

緑

川

「

ス

リ

ー

・

グ

ラ

ス

ホ

ッ

パ

ー

ズ

（

Ｔ

ｈ

ｒ

ｅ

ｅ

 

Ｇ

ｒ

ａ

ｓ

ｓ

ｈ

ｏ

ｐ

ｐ

ｅ

ｒ

ｓ

）

…
…

」

 

和

正

「

三

匹

の

バ

ッ

タ

野

郎

…
…

か

。

誰

が

付

け

た

か

知

ら

な

い

が

…
…

」

 

和

正

、

苦

笑

い

し

な

が

ら

、

 

和

正

「

今

じ

ゃ

、

伝

説

だ

と

か

言

わ

れ

て

る

ら

し

い

な

」

 

緑

川

「

で

も

、

そ

の

お

か

げ

で

Ｇ

Ｔ

も

こ

れ

だ

け

大

き

く

な

っ

た

し

、

出

資

も

増

え

た

。

そ

れ

が

ク

ラ

ブ

に

認

め

ら

れ

て

、

お

前

は

雅

々

舘

の

社

長

だ

。

息

子

も

Ｇ

Ｔ

の

リ

ー

ダ

ー

だ

し

。

血

は

争

え

ん

な

」

 

和

正

「

お

前

も

二

代

目

社

長

で

大

口

ス

ポ

ン

サ

ー

の

ま

ま

だ

ろ

？

」
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緑

川

、

苦

笑

い

し

な

が

ら

、

 

緑

川

「

ボ

ン

ボ

ン

の

道

楽

だ

っ

て

、

陰

口

叩

か

れ

て

る

よ

」
 

和

正

・

緑

川

「

は

は

は

…

」

 

和

正

「

さ

て

、

私

の

役

目

は

こ

れ

か

ら

が

本

番

だ

。

規

定

に

合

わ

せ

て

ス

タ

ジ

ア

ム

の

改

修

を

し

な

い

と

な

」

 

緑

川

「

ま

た

、

増

資

す

る

の

か

？

」
 

和

正

「

そ

う

い

う

こ

と

に

な

り

そ

う

だ

」

 

緑

川

「

買

っ

て

も

ら

え

そ

う

か

？

」

 

和

正

「

分

か

ら

ん

。

で

も

、

Ｇ

Ｔ

の

メ

ン

バ

ー

以

外

で

も

、

以

前

か

ら

地

域

の

み

な

さ

ん

も

協

力

し

て

く

れ

て

い

る

。

大

丈

夫

だ

と

は

思

う

が

…
…

」

 

緑

川

「

足

り

な

か

っ

た

ら

ど

う

す

る

ん

だ

？

」

 

和

正

「

銀

行

に

頼

ん

で

み

る

よ

」

 

緑

川

「

貸

し

て

く

れ

そ

う

か

？

」

 

和

正

「

お

前

の

と

こ

ろ

が

保

証

人

に

な

っ

て

く

れ

れ

ば

な

」

 

緑

川

「

よ

せ

よ

。

ま

た

頭

を

下

げ

な

き

ゃ

い

け

な

い

の

か

？

」
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和

正

「

は

は

は

。

そ

れ

は

、

ま

た

後

で

取

締

役

会

を

開

い

て

相

談

だ

」

 

フ

ィ

ー

ル

ド

を

見

る

二

人

。

 

和

正

「

と

に

か

く

、

今

日

は

選

手

・

ス

タ

ッ

フ

全

員

で

、

昇

格

を

祝

っ

て

乾

杯

す

る

と

し

よ

う

」

 

和

正

、

緑

川

の

方

を

向

い

て

、

 

和

正

「

…
…

ミ

ネ

ラ

ル

ウ

ォ

ー

タ

ー

で

な

」

 

緑

川

、

和

正

の

方

を

向

い

て

、

 

緑

川

「

…
…

あ

あ

」

 

フ

ィ

ー

ル

ド

を

見

る

二

人

。

 

 

○

フ

ィ

ー

ル

ド

（

同

）

 

ホ

ー

ム

ス

タ

ン

ド

に

一

列

に

並

ん

で

一

礼

す

る

選

手

た

ち

。

 

手

を

挙

げ

て

拍

手

す

る

選

手

た

ち

。

 

♪

「

Ｗ

ｅ

 

ａ

ｒ

ｅ

 

Ｇ

Ｔ

！

」

 

手

拍

子

「

パ

パ

ン

・

パ

・

パ

ン

パ

ン

」

 

コ

ー

ル

の

中

、

タ

オ

ル

を

掴

ん

で

前

に

出

し

、

目

を

見

開

い

て

選

手

た

ち

を

見

る

浩

人

。
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浩

人

「

…
…

」

 

和

也

、

浩

人

の

肩

を

叩

い

て

、

 
和

也

「

坊

や

、

ま

た

来

て

く

れ

よ

な

」

 

浩

人

「

う

ん

」
 

和

也

、

タ

オ

ル

と

掴

ん

で

、

 

和

也

「

今

度

は

、

お

父

さ

ん

に

お

ね

だ

り

し

て

、

こ

う

い

う

も

買

っ

て

く

れ

」
 

頷

く

浩

人

。

 

ま

た

選

手

た

ち

を

見

る

浩

人

。
 

浩

人

「

…
…

」

 

選

手

た

ち

が

戻

っ

て

い

く

の

を

見

る

浩

人

。

 

浩

人

「

…
…

」

 

浩

人

を

見

て

、

手

を

振

る

小

野

寺

と

サ

ム

ズ

ア

ッ

プ

す

る

貴

島

。

 

目

を

見

開

い

て

小

野

寺

を

見

る

浩

人

。

 

浩

人

「

…
…

」

 

♪

「

Ｗ

ｅ

 

ａ

ｒ

ｅ

 

Ｇ

Ｔ

！

」

 

手

拍

子

「

パ

パ

ン

・

パ

・

パ

ン

パ

ン

」

 

コ

ー

ル

が

続

く

。
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（

Ｅ

Ｎ

Ｄ

）

 

（

２

０

２

６

年

６

月

９

日

 

初

出

）

 


